
1986年出上の木簡

一
九
八
六
年
出
上
の
木
簡

概

要

各
発
掘
調
査
機
関
お
よ
び
各
発
掘
担
当
者
の
御
協
力
に
よ
り
、
本
号
に
は
五

〇
件
の
報
告
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年
度
大
会
で
、　
一
九
八
六
年
木

筒
出
土
遺
跡
と
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の
の
ほ
ば
全
て
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

木
簡
出
土
遺
跡
お
よ
び
出
土
点
数
等
の
内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
時

代
的
に
は
、
八
世
紀
初
め
の
古
代
か
ら
、
近
世
の
江
戸
時
代
の
各
時
代
に
お
よ

ん
で
お
り
、
遺
跡
の
性
格
と
し
て
も
、
古
代
都
城
、
官
衛
、
寺
院
か
ら
、
中
世

の
集
落
、
城
郭
、
ま
た
近
世
の
都
市
な
ど
、
多
種
多
様
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
ゃ

遺
跡
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
、
多
数
の
木
簡
出
土
を
継
続
的
に
み
て
い
る
藤

原

。
平
城

。
長
岡

・
平
安
な
ど
の
官
都
や
、
大
宰
府

。
草
戸
千
軒
町
遺
跡
な
ど

が
ひ
き
つ
づ
い
て
出
土
を
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
に
関
わ
る
関
連
資
料
の
増
加

と
新
資
料
の
追
加
が
よ
り
豊
か
な
研
究
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
出
土
都

道
府
県
に
つ
き
、
従
来
木
簡
の
出
上
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
東
京
、
千
葉
、
徳
島

が
加
わ
り
、
木
簡
新
出
遺
跡
が
、
二
六
件
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
後
と
も
発

掘
調
査
に
よ
る
木
簡
出
土
へ
の
期
待
度
を
増
す
も
の
で
あ
る
。

木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
古
代
木
簡
で
は
、
藤
原

。
平
城

。
長

岡
京
な
ど
で
多
数
の
木
筒
の
出
土
を
み
て
い
る
。

藤
原
京
で
は
、
最
古
の
部
類
に
属
す
る
呪
符
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
、
菜
採
司

・
左
京
職
の
官
司
名
の
み
え
る
木
簡
も
あ
る
。
呪
符
木
簡
は

こ
れ

一
点
の
み
井
戸
か
ら
出
上
し
て
お
り
、
伴
出
し
た
「
香
山
」
と
墨
書
の
あ
る

多
数
の
上
器
の
出
土
と
と
も
に
、
呪
術
関
係
の
資
料
と
し
て
興
味
が
も
た
れ
る
。

平
城
官
跡
で
は
、
八
六
年
に
は
多
数
の
木
筒
が
出
上
し
た
。
内
裏

・
大
極
殿

院

・
第
二
次
朝
堂
院
地
区
の
東
方
を
南
流
す
る
、
宮
域
東
半
部
の
基
幹
排
水
路

で
あ
る
い
わ
ゆ
る
東
大
溝
を
約

一
二
〇
ｍ
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
し
た

結
果
、
四
五
七
七
点
に
も
お
よ
が
木
簡
が
出
土
し
た
。

一
調
査
地
で
の
出
土
点

数
で
は
、
平
城
宮
跡
第
三
二
次
補
足
調
査

（本
号

「
一
九
七
七
年
以
前
土
出
の
木

簡
」
項
参
照
）
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
。　
時
期
的
に
は
、　
奈
良
時
代
初
め
か
ら
平

安
時
代
初
め
ま
で
存
続
し
て
い
た
水
路
で
あ
る
関
係
上
、　
一
括
資
料
と
い
う
よ

り
は
、
奈
良
時
代
全
般
に
わ
た
る
多
様
な
内
容
の
も
の
が
出
上
し
て
い
る
。
造

営
関
係
で
は
、
造
宮
省

。
造
東
院
所

・
造
五
丈
殿
所

。
造
兵
司
な
ど
の
官
司
名

等
が
み
え
る
。
ま
た
門
籍
と
み
え
る
の
を
は
じ
め
門
関
係
の
も
の
も
数
点
み
ら

れ
る
。
ま
た
付
札
類
で
は
、
地
名
表
記
に
従
来
し
ら
れ
な
か
っ
た
駅
名
を
示
す

も
の
が
み
ら
れ
、
贄
関
係
で
は
、
従
来
三
河
湾
上
の
篠
鳴

。
析
嶋
か
ら
の
贄
貢

進
を
示
す
木
簡
の
存
在
は
し
ら
れ
て
い
た
が
、
今

一
つ
湾
上
に
浮
が
日
間
賀
島

（比
莫
嶋
）
か
ら
の
贄
貢
進
付
札
は
そ
の
例
を
み
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
今
回
そ
こ



か
ら
も
贄
貢
進
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
貢
進
物
付
札
で
専
当
官

の
署
名
を
も
つ
も
の
は
、
今
ま
で
そ
の
出
土
例
も
少
な
か
っ
た
が
、
今
回
そ
の

例
を
加
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
佐
紀
池
南
辺
調
査
で
は
、　
一
風
変

っ
た
呪
符
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
の
用
法
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
藤
原
京
の
そ
れ
と
と
も
に
古
い
部
類
の
呪
符

木
簡
で
あ
る
。
こ
の
調
査
区
で
も
前
述
の
比
莫
鳴
贄
木
簡
が

一
点
出
上
し
た
。

長
岡
京
で
は
、
『
長
岡
京
木
簡

一
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
う
ち
に
収
載
さ
れ
、

詳
細
な
分
析

。
研
究
が
な
さ
れ
た
も
の
と

一
連
の
木
簡
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。

左
京
二
条
二
坊
六
町
に
お
け
る
太
政
官
厨
家
の
存
在
や
、
さ
ら
に
地
子
米
検
収

に
あ
た
る
過
程
の
究
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
木
簡
の
遺
構
と
の
関
連
性
に
お

い
て
、
さ
ら
に
木
簡
の
機
能
と
用
途
に
つ
き
、
地
子
米
の
例
を
と
お
し
て
、
そ

の

一
端
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
は
心
強
い
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
さ
ら
に
木
簡

の
セ
ッ
ト
と
し
て
の
使
用
法
な
ど
も
想
定
さ
れ
て
お
り
、
木
簡
の
用
法
の
具
体

相

の
究
明
に
よ
り
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
水
路
改
修
の
立
会
調
査
で

の
二
∬
余
の
狭
い
範
囲
の
濤
中
か
ら
約
四
四
〇
点
も
の
出
土
を
み
て
い
る
。
発

掘
調
査
の
お
も
し
ろ
さ
と
お
そ
ろ
し
さ
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。

大
阪

・
安
堂
遺
跡
か
ら
は
、
天
平

一
八
年
の
若
狭
調
塩
貢
進
付
札
、
近
江
国

の
貢
進
物
付
札
、
ま
た
福
井

。
田
名
遺
跡
か
ら
は
若
狭
三
方
郡
付
札
が
出
上
し

て
い
る
。
宮
都
の
遺
跡
以
外
で
こ
の
よ
う
に
貢
進
物
付
札
が
出
上
し
た
こ
と
は

典
味
深
い
。
貢
進
物
付
札
は
地
方
の
官
衛
で
主
と
し
て
書
か
れ
た

で
あ

ろ

う

が
、
そ
の
荷
札
が
、
か
つ
て
滋
賀

・
鴨
遺
跡
で
出
土
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

運
搬
ル
ー
ト
沿
い
で
出
上
し
た
り
、
ま
た
離
宮
か
と
思
わ
れ
る
消
費
地
で
発
見

さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
貢
進
物
付
札
の
使
い
方
を
示
唆
し
て
お
り
注
目

さ
れ
る
。

中

。
近
世
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
例
年
の
ご
と
く
、
写
経
、
呪
符
、
塔
婆
、

柿
経
関
係
の
出
上
が
日
に
つ
く
。

地
蔵
菩
薩
本
願
経
な
ど
を
写
し
た
興
福
寺
賤
廃
の
井
戸
出
上
の
柿
経
、
法
華

経
を
写
し
た
柿
経
が
出
土
し
た
滋
賀

・
浄
琳
寺
遺
跡
な
ど
鎌
倉
時
代

の
も

の

や
、
ま
た
室
町
時
代
の
も
の
で
や
は
り
法
華
経
を
書
写
し
た
福
岡

・
井
相
田
Ｃ

遺
跡
の
池
出
上
の
柿
経
な
ど
、
大
量
の
出
土
を
み
て
い
る
柿
経
は
、
そ
の
民
俗

資
料
と
し
て
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
柿
経
は
そ
の
性
格
上
厚
み
が

大
変
薄
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
保
管

。
撮
存
の
方
法
に
つ
い
て
は
十
分
注

意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
大
般
若
経
転
読
札

（兵
庫
・
初
田
館
跡
）
も
そ
の

用
法
に
興
味
が
も
た
れ
る
。

塔
婆
も
各
種
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
板
状
の
も
の
や
、
笹
塔
婆
な
ど
が
あ
り
、

宗
派
も
浄
土
宗
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
呪
符
木
簡
は
、
前
述
の
と
お
り
奈
良

時
代
初
め
の
も
の
が
、
藤
原

・
平
城
京
で
出
上
し
て
い
る
が
、
古
代
を
中
世
の

も
の
も
各
地
遺
跡
で
井
戸
等
か
ら
出
土
を
み
、
当
時
の
精
神
生
活
の
具
体
的
な

あ
り
方
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
。

近
世
に
入
る
と
、
都
市
生
活
を
物
語
る
木
簡
が
注
目
さ
れ
る
。
前
大
会
で
報

告
を
い
た
だ
い
た
大
坂
城
跡
出
上
の
魚
類
な
ど
の
付
札
は
多
量
出
上
を
み
、
文

献
資
料
と
の
か
か
わ
り
で
、
近
世
初
頭
の
大
坂
の
魚
市
場
の
位
置

を
比
定

し



1986年出上の木簡

平城宮・京跡

※ 興福寺旧境内
藤原京跡(左京六条三坊)

和田廃寺

※ 橘寺
※ 曲川遺跡
長岡京跡(1)

(露厭冠
条二坊六町

″  12)
″   (3)

″   14)

平安京 右京三条二坊八
町

〃  壽京
五条一坊三

″  壽京
五条一坊六

″
  寄
京′ヽ条二坊二

″  空尋
八条二坊十

伏見城跡

大坂城跡

※ 安堂遺跡
※ 津田トッパナ遺跡
※○萱振A遺跡
※ 弥布ケ森遺跡
但馬国府推定地

※ 初田館跡
※○福田片岡遺跡

清洲城下町遺跡(1)

″       (2)

※ 居倉遺跡
※〇土橋遺跡

駿府城三の九跡

※ 東京大学構内遺跡
※ 浜野川遺跡
※ 神照寺坊遺跡
※ 浄琳寺遺跡
※ 光相寺遺跡

3

奈良県奈良市

奈良県橿原市

″

奈良県明日香村

″

京都府向日市

京都市伏見区

京都府長岡京市

京都市中京区

″

″

京都市下京区

京都市伏見区

大阪市東区

大阪府柏原市

大阪府枚方市

大llk府八尾市

兵庫県日高町

兵庫県丹南町

兵庫県竜野市

愛知県清洲町

静岡県島田市

静岡県袋井市

静岡県静岡市

東京都文京区

千葉県千葉市

滋賀県長浜市

滋賀県中主町
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遺跡の性格

官   衡
″

居   館
集落・居館

城郭・都市

″

l

1

1

1
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5
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6

1
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落
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落
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落
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※ 吉地薬師堂遺跡
胆沢城跡

※○根城跡

※○生石 2遺跡

※○新青渡遺跡

払田柵跡

※ 田名遺跡
※○曽万布遺跡

※ 辻遺跡
※〇富田川河床遺跡

草戸千軒町遺跡

周防国府跡

※ 中島田遺跡
大宰府跡

※ 井相田C遺跡
※ 吉野ケ里遺跡

滋賀県中主町

岩手県水沢市

青森県八戸市

山形県酒田市

秋田県仙北町・千
畑町

福井県三方町

福井県福井市

富山県立山町

島根県広瀬町

広島県福山市

山口県防府市

徳島県徳島市

福岡県太宰府市

福岡市博多区

佐賀県神埼町

集   落
城柵・官衛

城   郭
官衝・集落

集   落

城柵・官衛

集   落
″

世

代

世

代

中

古

近
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世
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代

世
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世
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近
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古

中
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″
　
　
″
　
　
″

6

4

1

1

1

4

3

1

9

1

14

1

5

13

約 1500

1

落

　

衛

落

衡

落

落集

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

集
　
官
集
官
集
賄

え
た
の
は
貴
重
で
あ
る
。

木
簡
も
時
代
的
に
は
首
代
か
ら
近
世
の
末
頃
ま
で
、
ま
た
形
態

・
機
能
も
時

代
的
拡
が
り
と
と
も
に
多
様
に
な
っ
て
い
く
。
全
般
的
に
は
、
平
安
時
代
初
め

ま
で
の
有
様
と
、
そ
れ
以
後
と
で
は
、
木
簡
の
形
態

・
用
途

・
機
能
等
の
側
面

で
や
は
り
相
違
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
中
世
も
室
町
時
代
に
入
る
と

さ
ら
に
様
相
が
異
な
る
。
出
土
す
る
文
字
資
料
と
し
て
貴
重
な
こ
れ
ら
木
簡
を
、

各
時
代
の
特
色
を
十
分
把
握
し
つ
つ
、
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（綾
村

宏
）

※は木簡新出遺跡  ○は1985年以前出土遺跡




